
寒い日が続きますが、日に日に春を感じる陽気になってきました。この一年間を振り返ってみると。苦手だった食べ物
さむ ひ つづ ひ ひ はる かん よ う き いちねんかん ふ かえ に が て た もの

が食べられるようになったり、時間内に食べられるようになったりと一人一人が大きく成長した様子がうかがえます。
た じ か んない た ひ と り ひ と り おお せいちょう よ う す

＊食生活をふりかえってみましょう＊
しょくせいかつ

＊あきる野市の地産地消＊
の し ち さ ん ちしょう

あきる野市では農家の方々がたくさんの種類の野菜を栽培しています。地元の農産物を地元で消費する「地産地消」の
の し の う か かたがた しゅるい や さ い さいばい じ も と のうさんぶつ じ も と しょうひ ち さ んちしょう

良さを伝えたいと考え、今年度学校給食課では、あきる野市の農家の方々、 J Aあきがわにご協 力いただき、５つ
よ つた かんが こんねんどがっこうきゅうしょくか の し の う か かたがた ジェーエー きょうりょく

の種類の野菜の種まきから収穫までを紹介する食育動画を作成しています。2月はその中の１つ、「白菜農家編」を
しゅるい や さ い たね しゅうかく しょうかい しょくいくど う が さくせい がつ なか はくさいの う かへん

各学校で、視聴しました。視聴後の児童・生徒の感想を一部紹介します。寄せられた感想はすべて農家さんへ届けます。
かくがっこう しちょう しちょう ご じ ど う せ い と かんそう い ち ぶしょうかい よ かんそう のう か とど

・白菜をつくるのは、大変そうで楽しそう。
はくさい たいへん たの

・やさいはすごいじかんをかけて育つんだと知りました。
そだ し

・僕も畑の仕事をやってみたいです。
ぼく はたけ し ごと

・私たちの野菜の育て方とは全然違いすごく丁寧に作ってくれていて、毎日ありがたい気持ち
わたし や さい そだ かた ぜんぜんちが ていねい つく まいにち き も

を持って給 食を食べたいと思いました。
も きゅうしょく た おも

・野菜は栄養もあるし、とてもおいしいのでこれからもあきる野市の大事なところの１つにし
や さい えいよう の し だい じ

て、大切にしていこうと改めて思いました。これからもおいしい野菜を作ってください。そ
たいせつ あらた おも や さい つく

して、その野菜をモリモリ食べます。
や さい た

・とてもていねいに育てていて、『私たちがいつも給 食で食べているものは、こんな風に丁
そだ わたし きゅうしょく た ふう てい

寧に作っているんだ』と思い、うれしく感じました。これからは、作っている方々に感謝しながら給 食を食べていこ
ねい つく おも かん つく かたがた かんしゃ きゅうしょく た

うと思います。
おも

・地産地消は、市内で生産されている安心な野菜を食べられることだとよくわかりました。地産地消に取り組むことに
ち さん ち しょう し ない せいさん あんしん や さい た ち さん ち しょう と く

よって、食 料自給率も上げられるので、市内で生産されたものを食べて生活しようと思いました。
しょくりょう じ きゅうりつ あ し ない せいさん た せいかつ おも

・農家の方々は厳しい気候のなか農薬を減らす工夫をし、私たちにおいしい野菜を届けてくれていることが分かりまし
のう か かたがた きび き こう のうやく へ く ふう わたし や さい とど わ

た。なので僕はいつも丁寧に野菜を作ってくださる農家の方々に感謝して残さず野菜を食べていきたいです。
ぼく ていねい や さい つく のう か かたがた かんしゃ のこ や さい た

＊＊＊地産地消はあきる野市の自慢の１つ！大切にしたいですね。＊＊＊
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朝晩の冷え込みがだんだんとやわらぎ、日差しの温かさに春の訪れを感じます。いよいよ今年度も終わりに近づいて

きました。食べることを大切にするということは、自分自身を大切にするということにつながります。「共食」とは、家

族や友達、地域の人など、“誰か” と一緒に料理や食事をすることです。近年は共働きのご家庭が増え、子どもたちも塾

や習い事など忙しく、家族の時間が合わない場合も多いと思いますが、ぜひ、家族みんなで食卓を囲み、会話を楽しみな

がら食事をする機会を増やしていただければと思います。

＊共食（きょうしょく）で育む 体の健康、心の豊かさ＊

＊あきる野市の地産地消＊
あきる野市では農家の方々がたくさんの種類の野菜を栽培しています。地元の農産物を地元で消費する「地産地消」の

良さを伝えたいと考え、今年度学校給食課では、あきる野市の農家の方々、JAあきがわにご協力いただき、５つの種類

の野菜の種まきから収穫までを紹介する食育動画を作成しています。2月はその中の１つ、「白菜農家編」を各学校で、

視聴しました。視聴後の児童・生徒の感想を一部紹介します。寄せられた感想はすべて農家さんへ届けます。
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・野菜は栄養もあるし、とてもおいしいのでこれからもあきる野市の大事なところの１つにして、大

切にしていこうと改めて思いました。これからもおいしい野菜を作ってください。そして、その野

菜をモリモリ食べます。

・とてもていねいに育てていて、『私たちがいつも給食で食べているものは、こんな風に丁寧に作っているんだ』と思い、

うれしく感じました。これからは、作っている方々に感謝しながら給食を食べていこうと思います。

・地産地消は、市内で生産されている安心な野菜を食べられることだとよくわかりました。地産地消に取り組むことに

よって、食料自給率も上げられるので、市内で生産されたものを食べて生活しようと思いました。
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規則正しい食生活

★ 食事や間食の

時間が規則正しい

★ 朝食欠食が少ない

健康な食生活

★ 野菜や果物など健康的な

食品の摂取頻度が高い

★ 主食・主菜・副菜を揃えて

バランスよく食べている

生活リズム

★ 起床時間や就寝時間が早い

★ 睡眠時間が

長い

自分が健康だと感じている

★ 健康に関する
自己評価が高い

★ 心の健康状態が良い

今月の給食目標

食生活について考えよう


